
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伏⾒町地区公共空間活⽤実証実験の 
交通実態調査結果について 
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1． 調査概要 

（1） 調査目的  
本調査は伏⾒町内道路について歩⾏者空間化する実証実験を⾏ない、周辺道路への影響把握

や、課題抽出を⾏うことを目的とする。 
 
調査概要は次のとおりである。 

 

▼交通実態調査概要 

調査種別 調査概要 

調査日 
イベント時 平常時 

11/2 
(⾦) 

11/3 
(土・祝) 

11/9 
(⾦) 

11/11 
(日) 

①⾃動⾞ 
交通量 
調査 

[対象箇所]福⼭駅南⼝東側⼀⽅通⾏路断⾯（1 箇
所） 
[調査内容]対象断⾯を通過する⾞両台数をカウントし、

1 時間毎に記録する。 
(7 ⾞種：⼩型乗⽤⾞、タクシー、⼩型バス・マイクロバ

ス、⼤型バス、⼩型貨物⾞、⼤型貨物⾞、バイク) 
[調査時間] 10：00〜21：00（11 時間） 

○ ○ ○ ○ 

②渋滞⻑ 
調査 

[対象箇所] 福⼭駅前交差点（1 箇所） 
[調査内容] 対象⽅向（1 ⽅向）に延びる⾞列の⻑さ

（滞留⻑）と通過時間を 10 分毎に記録する。 
[調査時間] 10：00〜21：00（11 時間） 

○ ○ ○ ○ 

 

▼交通実態調査日の諸条件 
 調査日 天候 

実証実験 
実施状況 

交通規制状況 
イベント 

実施状況 

イ
ベ
ン
ト
時

 

11/2(⾦） 晴れ 実験日 
伏⾒町内道路
を⾞両通⾏⽌め 

伏⾒町にて⽂化市を開
催（17 時〜21 時） 

11/3(土・祝) 晴れ 実験日 
伏⾒町内道路
を⾞両通⾏⽌め 

・福⼭駅南北にて多数の
イベント開催 

・伏⾒町にて⽂化市を開
催（10 時〜21 時） 

平
常
時

 

11/9(⾦） 
曇りのち 
晴れ 

平常日 － － 

11/11(日) 晴れ 平常日 － － 
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（2） 調査位置図 
① 全体図 

 

 

② 詳細図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.⾃動⾞交通量調査 

2.渋滞⻑調査 

福山駅 

福山駅前交差点 

1.⾃動⾞交通量調査 2.渋滞⻑調査 
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2． 交通実態調査結果 

2－1． ⾃動⾞交通量調査結果 

 

 

 

 
実験日の実験区間の交通量は、平日で約 1,800 台/11h、休日で約 1,700 台/11h となった。 
実験日と平常日を比較すると、平日では実験日の⽅が約 2 割（約 250 台/11h）増加し、休日

では実験日の⽅が約 4 割（約 500 台/11h）増加した。 
休日実験日の交通量の増加量が⼤きく増加した要因としては、当該実証実験に加え、JR 福⼭駅

北⼝における⾞両通⾏⽌め（歩⾏者天国）の実証実験や備後ワインフェス、中央公園におけるふく
やま子どもフェスティバル、天満屋福⼭店における北海道の物産と観光展など、JR 福⼭駅周辺におい
て多数のイベントが開催されたことが考えられる。 
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平 日 休 日

� ⾃動⾞交通量は、平日では実験日の方が約 2 割増加し、休日では実験日の方が約 4 割増加し
た。 

� 休日実験日の交通量の増加量が⼤きく増加した要因としては、当該実証実験をはじめ JR 福山
駅周辺において多数のイベントが開催されたこと等が考えられる。 

▼11 時間交通量 

約 4 割増加 約 2 割増加 
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実験日のピークは平日・休日ともに 10 時台、平常日のピークは平日 17 時台、休日 18 時台とな
った。また、実験日・平常日ともに平日はタクシーの割合が最も⾼く、休日は乗⽤⾞の割合が最も⾼い
結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▼実験日：11 月 2 日（⾦） 

▼平常日：11 月 9 日（⾦） 

▼実験日：11 月 3 日（土） 

▼平常日：11 月 11 日（日） 

10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時

バス 1 1 0 2 1 0 2 0 0 1 0

貨物⾞両 21 19 13 13 19 18 24 14 6 3 2

タクシー 118 100 111 95 99 94 70 67 98 76 70

乗⽤⾞ 56 52 52 42 55 51 88 61 81 68 53

0

100

200

300
(台)

乗⽤⾞
36.3%

タクシー
54.9%

貨物⾞両 8.4% バス 0.4%

乗⽤⾞ タクシー 貨物⾞両 バスピーク時間 

10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時

バス 1 0 1 0 1 1 2 0 0 0 0

貨物⾞両 7 8 6 10 7 4 12 10 3 0 0

タクシー 72 72 55 48 51 51 57 60 81 92 67

乗⽤⾞ 132 85 111 102 112 75 73 72 77 54 46

0

100

200

300
(台)

乗⽤⾞
54.7%

タクシー
41.1%

貨物⾞両 3.9% バス 0.3%

乗⽤⾞ タクシー 貨物⾞両 バスピーク時間 

10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時

バス 1 1 1 2 1 0 1 0 0 1 0

貨物⾞両 23 11 15 17 20 12 15 15 8 4 1

タクシー 71 63 88 72 69 76 81 97 72 67 74

乗⽤⾞ 48 47 58 50 47 49 72 58 71 47 40

0

100

200

300
(台)

乗⽤⾞
37.5%

タクシー
53.0%

貨物⾞両 9.0% バス 0.5%

乗⽤⾞ タクシー 貨物⾞両 バス

ピーク時間 

10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時

バス 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

貨物⾞両 0 4 2 2 2 6 2 7 4 1 0

タクシー 58 46 53 43 41 55 39 58 66 68 57

乗⽤⾞ 47 47 52 48 73 67 61 60 58 41 48

0

100

200

300
(台)

乗⽤⾞
49.5%

タクシー
48.0%

貨物⾞両 2.5% バス 0.1%

乗⽤⾞ タクシー 貨物⾞両 バス

ピーク時間 
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2－2． 渋滞⻑調査結果 

 

 
平日の最⼤滞留⻑は実験日で 200m、平常日で 110m、最⼤渋滞⻑は実験日で 140m、平

常日で 50m、それぞれ比較すると実験日が渋滞・滞留⻑ともに 90m 延伸した。 
休日の最⼤滞留⻑は実験日で 270m、平常日で 90m、最⼤渋滞⻑は実験日で 260m、平常

日で 40m、それぞれ比較すると実験日の滞留⻑が 180m、渋滞⻑が 220m 延伸した。 
平日の最⼤信号待ち回数は、実験日・平常日ともに 1 回であり、変化はない。 
休日の最⼤信号待ち回数は、実験日に 3 回、平常日に 1 回であり、⼀時的に回数が増えた。 
交通量ピーク時は、渋滞⻑の延伸が⾒られ、休日実験日の最⼤信号待ち回数が⼀時的に増加

（1 回⇒3 回）したものの、平日は変化なく、信号の待ち時間は平常日と⼤きく変化がないと考えら
れる。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

� 最⼤渋滞⻑は、平日では実験日の方が約 90ｍ、休日では実験日の方が約 220ｍ延伸した。 
� 交通量ピーク時の交通渋滞による最⼤信号待ち回数は休日には一時的に回数が増えたものの、

平日は変化なく、信号の待ち時間は平常日と⼤きく変化がないと考えられる。 

滞留⻑と渋滞⻑の違いについて 
滞留⻑：進⼊⽅向の当該交差点信号機が「⾚」の時の最後尾⾞両の位置と当該交差点までの⻑さ。 
渋滞⻑：滞留⻑計測時の最後尾⾞両が、当該交差点信号機が「⻘」となり、当該交差点⽅向に進⼊するも、再び「⾚」となり当該交

差点を通過できず、停⽌した位置と当該交差点までの⻑さのこと。1 回の「⻘」で通過できた場合は、渋滞⻑は 0ｍとなる。 

▼平日（実験日 11/2(⾦)、平常日 11/9(⾦)) 

渋滞⻑ 
約 90ｍ延伸 

▼休日（実験日 11/3(土)、平常日 11/11(日)) 

渋滞⻑ 
約 220ｍ延伸 

実験日 平常日
交通量ピーク
時の最⼤信号

待ち回数
1回 1回

実験日 平常日
交通量ピーク
時の最⼤信号

待ち回数
3回 1回
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実験日のピークは平日で 16 時台、休日で 11 時台、平常日のピークは平日で 12 時台、休日で
17 時台となった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

▼実験日：11 月 2 日（⾦） 

▼平常日：11 月 9 日（⾦） 

▼実験日：11 月 3 日（土） 

▼平常日：11 月 11 日（日） 
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3． 交通実態調査から得られた課題 

 
実証実験により、交通量は平常日に比べ最⼤約 4 割の増加、また、渋滞⻑は平常日に比べ

最⼤で約 220ｍの延伸が確認された。しかしながら、交通量ピーク時の交通渋滞による最⼤信
号待ち回数は休日には⼀時的に回数が増えたものの、平日は変化なく、信号の待ち時間は平
常日と⼤きく変化がないと考えられる。 

⼀⽅で、実験日休日については、⼀時的な交通集中による渋滞が確認されているため、当該
地区に流⼊する交通を分散させることが必要であると考えられる。 

今後は周辺告知看板設置や HP・SNS での情報発信等による事前広報の充実、フリンジ
パーキング等による地区内への⾞両進⼊の抑制を図るなどソフト面での対策を中心に検討し、
安全性・快適性の向上を図る必要がある。 

 

4． その他 

 
実証実験による交通量の増加等により、伏⾒地区内に流⼊する交通量が多く⾒受けられた。これ

らの⾞両の中には、駐⾞場探しによる⼀般⾞両の迷⾛⾞両も多く確認された。また、交通量の増加に
合わせて歩⾏者も増加した。当該地区は歩⾏空間が物理的に分離されていないことから、⾃動⾞と
歩⾏者の輻輳により安全⾯での問題が確認された。 

 
▼⾃動⾞と歩⾏者の輻輳の状況 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 


